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た研究 1とその内的メカニズムと脳内機構のモデル化を行った研究 2の 2部構















以下に評価を述べる研究 1と 2がまとめられた。 



































































 平成 27年 5月に専修大学生田校舎４号館 429教室において，18時 15分から
20時までのおよそ 2時間にわたり本論文の口頭試問を行った。審査の透明性を
鑑み，この口頭試問は公開で行われ，学内外の研究者およそ 20 名が参加した。
口頭試問では，主査から学位請求者の紹介と学位請求に至った経緯について簡
単に紹介がなされたのち，およそ１時間をかけて学位請求者による論文の内容
に関するプレゼンテーションが行われた。プレゼンテーションは，自分自身の
研究成果をグラフィカルな表現を適切に使い，わかりやすく，簡にして要を得
たものとなっていた。このプレゼンテーションを受け，主査と副査との質疑応
答，さらにその他の参加者を交えた活発な議論が交わされた。著者は主査と副
査による専門的な質問やコメントについて適切に対応しただけでなく，その他
の参加者から寄せられた一般的な質問や研究の意義についても適切に回答をし
た。論文の詳細を知らない参加者からも多くの質問があり，活発な議論が行わ
れたことは，プレゼンテーションが的確に行われており，かつ，聴衆の興味を
掻き立てる独創性と新奇性があったことを強く示唆する。そして，主査，副査
の専門的な質問，その他の参加者からの一般的な質問などさまざまな種類の質
問に適切に対応したことは，学位請求者の専門領域における高い学識を裏付け
るものである。 
 
4. 審査結果 
 本論文は理論的な独創性と新規性を備え，それらを妥当な方法論を用いて検
証したものである。検証のために行われた実験方法とその結果の分析は，著者
が心理学の方法論について高い専門的な知識とスキルを有することを裏付ける。
また，著者が第１章でまとめた総説の正確さ，そして，口頭試問において様々
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な質問に的確かつ正確に回答したことは，著者が専門分野において高い学識を
有することを示す。したがって，審査委員会は，本論文による学位（博士（心
理学））の請求を妥当なものであると判断する。 
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